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一般質問

11人の議員、町政を問う

委員会活動

常任委員会・特別委員会で町内・先進地を視察・研修

議会活動

まちびとインタビュー

富山県朝日町議会が来庁

9ページ

15 ページ

18 ページ

議会にあなたの声を20 ページ

審議結果

28の議案等を承認・可決・同意2ページ

自然保育 自由に遊び隊

阿見町社会福祉協議会ふれあい・いきいきサロン登録団体
『自然保育 自由に遊び隊』代表 平岡典子さん（一番左）
阿見町社会福祉協議会ふれあい・いきいきサロン登録団体

『自然保育 自由に遊び隊』代表 平岡典子さん（一番左）

ワンオペ育児をされている方をサポートするために
子育て真っ最中のママ達が立ち上げた自主保育的な
ボランティア活動をしている団体にお邪魔しました。
写真は団体会員の方と島津梅林で梅もぎ活動をされ
ているところです。

議会にあなたの声を議会にあなたの声を
まちびとインタビューまちびとインタビュー

あみ
議会だより
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色がついている議案は、質疑または討論を掲載している議案です。

■ 全議員が賛成した議案等
専決処分の承認を求めることについて（阿見町税条例の一部改正について）
令和 7年度税制改正による法改正を受け、特定親族特別控除創設などの法改正の内容を阿見町税条例に反映させるために
行った専決処分の承認を求めるもの

専決処分の承認を求めることについて（阿見町都市計画税条例の一部改正について）
令和 7年度税制改正による法改正を受け、条例で引用する地方税法の条文にずれが生じたものを改めるために行った専決
処分の承認を求めるもの

専決処分の承認を求めることについて（阿見町国民健康保険税条例の一部改正について）
令和 7年度税制改正による政令改正を受け、国民健康保険税の基礎課税額の課税限度額を 1万円、後期高齢者支援金等
課税額の限度額を 2万円引き上げるなどの法改正の内容を阿見町国民健康保険税条例に反映させるために行った専決処分
の承認を求めるもの

専決処分の承認を求めることについて（損害賠償の額を定めることについて）
連日の雨の影響により町道が陥没したことで生じた走行車両のタイヤのパンク等の損傷について、損害賠償の額を定める
ために行った専決処分の承認を求めるもの

阿見町議会傍聴規則の一部改正について
議会の本会議等の傍聴について定めた規則について、傍聴人の守るべき事項などを現在の社会情勢に合わせるとともに、
車いす使用者をはじめとした傍聴席に入ることが難しい方が希望する場合に、議長の許可のもと、議場の所定の場所での
傍聴を可能とするなどの改正を行うもの

■ 賛否が分かれた議案等

議
決
結
果

賛
否
数

議員名

議案名 賛
成

野
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雅
弘

筧
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輝
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野
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央
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海
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谷
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吉
田
憲
市
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田
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反
対

（仮称）子育て支援総合センター建設
工事請負契約について※1 P3 参照

可
決

14
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇

3

阿見町では転入等による子育て世帯の増加が見込まれることから、子育て世帯の交流の場となる施設として、また子育てに
ついての悩みの身近な相談機関として、こども家庭センターと連携した一体的な支援を行うため、（仮称）子育て支援総合
センターを建設する工事を行うもの。契約金額 9 億 5,700 万円（予定価格 5,000 万円以上の工事請負契約は議会の議決が
必要）

※議長（野口雅弘議員）は、賛否同数のとき以外は表決に加わりません。
※「〇」は賛成、「×」は反対、「－」は欠席を表します。

令和 7 年第 2 回臨時会

令和 7 年 5 月 27 日 ▲

討 論

（仮称）子育て支援総合センター建設工事請負契約について
令和７年第２回臨時会  ※1

　以下の理由から反対する。

　まず、積算見積りの適正性に
ついて。ＺＥＢ化※のため実勢価格に見直した
事が増額との説明だが、設計されている太陽
光パネルの枚数では、ＺＥＢ認証の取得に必要
な発電量は確保されない。また、屋内遊具は、
らせん階段を２周させる特殊遊具のため、限
られた業者しか対応できない点を踏まえヒア
リングをしたとの説明だが、限られた業者し
か対応できないのであれば、そもそも設計に
入れること自体が問題だ。公共工事は、積算
の透明性と客観性が極めて重要であり、特殊
遊具を設置する客観性は低く、適正ではない
積算に基づく増額は町民の理解は得られない。

　次に、必要性について。視察した鹿嶋市地
域子育て支援センターの延床面積は、約 1,000
㎡で建設費は４億 8,400 万円。本郷小学校区
放課後児童クラブは、797.26㎡で建設費用
は４億 5,870 万円とどちらも４億円台で建設
している。今回、1,341.94㎡、建設費が９億
5,700 万円と高額であり、既存施設の活用や
段階的な改修も選択肢として検討すべき。

　最後に、財政規律の観点から。建設費の増額
に対する多角的な検討がなされていない。鹿
嶋市は建設費の回収のため、鹿嶋市地域子育
て支援センターのネーミングライツを実施し
ている。建設費の増額は町民の税負担を重く
し、将来的な財政運営にも影響を及ぼす。１億
6,000 万円増の９億 5,700 万円で建設するの
ではなく、当初、議会が承認した７億 9,700
万 5,000 円で建設できる規模、仕様に見直す
べきで、入札制度の改善と積算の適正性、既
存施設の有効活用など、より慎重で合理的な
配慮が求められている。

栗原 宜行 議員

我が国の人口は減少してい
る中、阿見町の人口は増えて
いる。特に子供の人口が増え
ている中で、子育て中の保護

者の方々の孤立感や不安感の増大といったも
のも併せて生じている。そういった問題を解
決する手段として、子育て世代の交流の場と
なる施設として、大規模な遊具を設置してい
ただけるということで、非常に楽しみな施設
である。子育て世代への支援という観点から、
この施設の必要性は高まっている。このよう
な事情に鑑み、私は本案に対して賛成する。

武井 浩 議員

子育て支援総合センターの
建設は、子ども達が天候に左
右されず安心して遊べる場や、
子育て世代が情報交換や多様

な交流を図る機会を提供することで、子育て環
境の充実を図ることを目的に計画された。

子育て世代に阿見町を選んでもらうことは、
人口を維持していく上でも重要であり、子育
て世代が増えれば企業の参入なども考えられ、
将来的に阿見町にとって街の賑わい、さらに
安定した税収を得ることも期待できるのでは
ないか。

この子育て支援総合センターの建設は、阿見
町の将来への重要な投資であり、進めるべき
であると判断し、賛成する。

石引 大介 議員

※ ZEB（ゼブ）とは、Net Zero Energy Building（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）の略で、省エネによって消費
エネルギーを減らし、創エネによって使う分のエネルギーをつくることで、「エネルギー収支ゼロ」を目指す建物です。
国は、2050年までに温室効果ガスの排出を全体としてゼロにする（カーボンニュートラル）脱炭素社会の実現を目
指しており、地方自治体でも ZEB 対応が求められています。
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阿見町下水道条例の一部改正について ※2 P7 参照

他の普通地方公共団体との協議のもと、阿見町の住民が他の普通地方公共団体の公共下水道を利用することができるように条
例を改正するとともに、牛久市の公共下水道を利用する場合に支払う受益者分担金の金額（1,020円 /㎡）やその賦課・徴収
などについて定めるもの

阿見町放課後児童クラブ条例の一部改正について
本郷小学校敷地内で運営していた本郷小学校区放課後児童クラブについて、新たに専用施設を設けたことから、その所在地を
変更するもの

令和 7 年度阿見町一般会計補正予算（第 1 号） ※3 P5 参照

4億 1,222 万 3千円減額
【主な歳入】�給食費第２子以降無料化等の財源となる物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金の新規計上、国庫補助金採

択により、事業費を令和 6年度補正予算に計上したことに伴い子育て支援総合センター整備事業債の減
【主な歳出】�国庫補助金採択により、事業費を令和 6年度補正予算に計上したことに伴い子育て支援総合センター整備工事費

の減

令和 7 年度阿見町国民健康保険特別会計補正予算
9 万円減額（職員給与関係経費）

令和 7 年度阿見町介護保険特別会計補正予算
405 万 6千円減額（職員給与関係経費）

令和 7 年度阿見町後期高齢者医療特別会計補正予算
132 万 8千円減額（職員給与関係経費）

令和 7 年度阿見町水道事業会計補正予算
収益的支出を71万 3千円増額（職員給与関係経費）

令和 7 年度阿見町下水道事業会計補正予算
収益的収支を549万円増額（牛久市区域外流入に係る受益者分担金等の増）、資本的収支を700万円増額（農業集落排水
の管路破損に伴う緊急工事費の増）

総合運動公園Ｂ球場照明灯改修工事請負契約について ※4 P6 参照

総合運動公園のＢ球場照明灯４塔（水銀灯）をLED化する改修工事などを行うもの。契約金額 8,822 万円（予定価格 5,000
万円以上の工事請負契約は議会の議決が必要）

予科練平和記念館屋上防水・外壁改修工事請負契約について
開館後 15年を経過した予科練平和記念館について、屋上の防水改修、外壁の塗装改修、内装部分の雨染み塗装改修などの
工事を行うもの。契約金額 9,677 万 8千円（予定価格 5,000 万円以上の工事請負契約は議会の議決が必要）

君原小学校屋内運動場トイレ等改修工事請負契約について
君原小学校の屋内運動場について、多目的トイレの新設や照明器具のLED化などのトイレ改修工事を行うとともに、バリアフリー
化による屋内外のスロープ設置工事を行うもの。契約金額 5,909 万 2千円（予定価格 5,000 万円以上の工事請負契約は議
会の議決が必要）

朝日中学校屋内運動場トイレ等改修工事請負契約について
朝日中学校の屋内運動場について、多目的トイレの新設や照明器具のLED化などのトイレ改修工事を行うとともに、バリアフリー
化による屋内外のスロープ設置工事を行うもの。契約金額 5,929 万円（予定価格 5,000 万円以上の工事請負契約は議会の議
決が必要）

本郷小学校校舎増築工事請負契約について ※5 P6 参照

荒川本郷地区で進む宅地開発の影響で児童数が増えている本郷小学校について、普通教室 18室などを備えた鉄骨造 3階建て
（延べ床面積 2,394㎡）の校舎を増築する工事を行うもの。契約金額 11億 2,420 万円（予定価格 5,000 万円以上の工事
請負契約は議会の議決が必要）

牛久市公共下水道への区域外流入について
荒川本郷地区で公共下水道が未整備となっている区域の一部において、牛久市管理の公共下水道を利用することができるよう
にするため、町が牛久市と締結した協定について議会の議決を求めるもの（他の普通地方公共団体の公の施設を阿見町の住民
が利用するときは、相手先との協議のもと、関係議会での議決が必要）

令和 7 年第 2 回定例会

令和 7 年 6 月 3 日初日 ～ 6 月 17 日最終日

■ 全議員が賛成した議案等

初日

▲

最終日

▲

損害賠償の額を定めることについて ※6 P7 参照

連日の雨の影響により町道が陥没したことで生じた走行車両のタイヤのパンク等の損傷について、損害賠償の額を定めるもの

阿見町固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて
令和 7年 6月23日で任期満了となる委員の再選任について議会の同意を求めるもの

阿見町固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて
令和 7年 6月23日で任期満了となる委員について、新たな委員の選任につき議会の同意を求めるもの

阿見町固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて
令和 7年 6月23日で任期満了となる委員について、新たな委員の選任につき議会の同意を求めるもの

阿見町教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて
令和 7年 6月5日で任期満了となる委員について、新たな委員の任命につき議会の同意を求めるもの

財産の取得について（消防団第 8 分団消防ポンプ自動車購入） ※7 P6 参照

消防団第8分団の消防ポンプ自動車が導入から20年以上経過しており、老朽化に伴い更新するもの。取得金額2,324万9,660
円（予定価格 700万円以上の動産の買入れは議会の議決が必要）

阿見町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について
法改正により、国の選挙における投票・開票の管理者、立会人や選挙長の報酬の基準額が改定されたため、町で執行される選
挙においても同様の額を支給できるよう条例を改正するもの

令和 7 年度阿見町一般会計補正予算（第 2 号）
9,393 万 9千円増額
【主な歳入】物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金の増
【主な歳出】�定額減税の不足額給付に係る調整給付金の増、参議院議員通常選挙、茨城県知事選挙、阿見町長選挙の投票・

開票管理者報酬などの増

■ 賛否が分かれた議案等
今定例会ではありませんでした。

令和７年度阿見町一般会計補正予算（第１号）
令和７年第２回定例会 総務常任委員会 ※3

問 �戸籍事務費で補償金が計上された、その理由と財源は。
答 �国は、今年度末までに、戸籍システム仕様の全国統一を目指しており、当町では、本年 10 月を目途

に、システムを国の仕様に切り換える。そうなると契約中のサーバーやソフトウェアを使用しなくなり、
リース会社に残りのリース代を違約金として、一括で支払う必要がある。今回の措置は、国の基準に合
わせるため、国から 10 分の 10 の補助が下り、町からの持ち出しはない予定である。

問 �市制施行推進事業の映像作成委託料はどのような内容か。
答 �町村合併 70 周年の式典などでお披露目する市制施行に向けた PR の映像を作成する委託料になる。内

容としては 10 秒から 15 秒程度の構成で考えている。

問 �作成した PR 映像を放映する場所は検
討されているのか。

答 �庁舎内のロビーにあるモニターや、
ホームページでも流していきたいと考
えている。

役場庁舎ロビーのモニター

02あみ議会だより　第 185号　令和 7年 8月 1日発行 45

https://www.youtube.com/watch?v=VEoJJcZoZrI
https://www.youtube.com/watch?v=gyrNoS5bwAY


議
員
活
動
報
告

議
会
日
誌

委
員
会
活
動

一
般
質
問

議
案
審
査
報
告

一
般
会
計
歳
入・歳
出

ま
ち
び
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

議
会
活
動

委
員
会
活
動

一
般
質
問

審
議
結
果

ま
ち
び
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

議
会
活
動

委
員
会
活
動

一
般
質
問

審
議
結
果

財産の取得（消防団第８分団消防ポンプ自動車購入）について
令和７年第２回定例会 総務常任委員会 ※7

問 �１トンベース車を導入するきっかけが、改正道路交通法が変わったということで導入が続いているが、
免許の取得で問題が出た場合、町はどういうふうに対応していくのか。

答 �今現在 3.5 トン未満のポンプ自動車を導入
しているが、まず 3.5 トン未満にするか、3.5
トン以上にするかを分団と協議し、今回は
3.5 トン未満がいいということで導入した。
今後、分団が 3.5 トン以上のポンプ自動車
を導入したい場合に、免許がない方がいる
際は消防団員準中型自動車免許取得費補助
金を使ってもらい、準中型免許を取ってい
ただいて 3.5 トン以上を運転していただく
ような方向で考えている。

更新する消防車と同型の車両

損害賠償の額を定めることについて
令和７年第２回定例会 産業建設常任委員会 ※6

問 �道路が陥没してから、自動車の損傷に至った経過は。
答 �事故当日の 4 月 2 日午前 9 時半にパトロールした際には、道路の破損状況は確認できていなかったが、

午後 6 時過ぎに「大形地内の道路を走行中、陥没箇所にタイヤを落としパンク事故が起きた」との連
絡があり、その後、2 件目の相手方より同様の連絡を受けた。現場の陥没穴は、長さ 60 センチ、幅
30 センチ、深さ 7 センチ程度で 1 か所。

問 �今後どのような対策を講じるのか。
答 �引き続き週 3 回、町道のパトロールを実施し、修繕が必要な町道については計画的な修繕を実施し、

警察と連携しながら交通安全対策を検討し、安全運転を促していく。

本郷小学校校舎増築工事請負契約について
令和７年第２回定例会 民生教育常任委員会 ※5

問 �2 階・3 階の窓が大きい。転落防止対策は
どのようになっているか。ベランダはない
のか。水飲み場も確保されているか。

答 �ベランダは設置していない。転落防止策と
して、長さ 3 メートルのステンレス手摺を
床から 1.2 メートルの高さに設置する。水
飲み場は、1 階に 2 か所、2 階に 3 か所、
3 階に 3 か所設置する。

問 �交換することによりランニングコストはど
の程度下がるか。寿命はどの程度違うか。
また利用料金の変更はあるか。

答 �メーカーのカタログでは、水銀灯から LED
灯へ変更することにより消費電力は約 70％
程度減となり電気料金も安くなる。寿命は
4 倍から 10 倍の長寿命とされている。利
用料金の変更は考えていない。

総合運動公園Ｂ球場照明灯改修工事請負契約について
令和７年第２回定例会 民生教育常任委員会 ※4

総合運動公園 B 球場 照明

阿見町下水道条例の一部改正について
令和７年第２回定例会 産業建設常任委員会 ※2

問 �公共下水道の区域外流入に至った経緯は。
答 �以前より地権者から区域外接続の要望があり、牛久市と協議を進めていたが、令和 6 年度に新たに開

発行為を計画している事業者から区域外接続の要望があった。近年の国や県などの広域化推進の流れを
受け、今般、牛久市との区域外流入の協議が整った。

問 �牛久市以外の隣接しているところで他に希望している地区はあるのか。
答 �平成 27 年度より、土浦市との行政界にある住吉地区やうずら野地区などにおいて、公共下水道の相互

間利用というものを行っている。

現況写真
新設校舎

本郷小学校増築工事図面

牛久市公共下水道への区域外流入を行う地区

事故発生場所

町道の陥没箇所の位置図
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QRコードからアクセスすると各議員の質問（録画動画）が視聴できます
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般
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問
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果

阿見町教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて令 和 ７ 年
第２回定例会

教育委員会委員決まる
任期満了に伴い、議会の同意により次の方が教育委員会委員に決まりました。
任期：令和 7年 6月 6日～令和 11年 6月5日（４年）

石田　 貴也 （いしだ　たかや） 阿見町本郷 ４７歳
※年齢は令和７年４月１日現在

阿見町固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて令 和 ７ 年
第２回定例会

固定資産評価審査委員会委員決まる
任期満了に伴い、議会の同意により次の方が固定資産評価審査委員会委員に決まりました。
任期：令和 7年 6月24日～令和 10 年 6月23日（３年）

渡會　 光恵 （わたらい　みつえ） 阿見町南平台 ５６歳
加藤　 　怜 （かとう　さとし） 稲敷市幸田 ４３歳
豊嶋　 郁夫 （とよしま　いくお） 水戸市千波町 ６２歳
※年齢は令和７年４月１日現在

11 人の議員
　　　町政を問う！

一般質問は、議員が町政全般に対して現状の確認や方針を問うものです。
掲載している内容は、質問者の確認のもと要約し、議会だより編集委員会が
校正したものを掲載しています。

一 般 質 問

動 画
視 聴

議 会
傍 聴
議会の傍聴を希望される方は、会議の当日に 
役場 3 階議会事務局までお越しください。
1傍聴受付証の交付を受けてください
2傍聴受付証は先着順にお渡しします
3傍聴席数は次の通りです
　本会議 30 席・委員会 9 席・全員協議会 7 席

手続きは簡単
ぜひ傍聴してみてください

動 画
視 聴

議 会
傍 聴

議会の様子の録画を下記から公開しています。
【YouTube チャンネル『茨城県阿見町議会』】
※ QR コードを読み込んで視聴できます。
※チャンネル登録をすると、動画が
　配信された時に通知が届くように
　できるなど視聴しやすくなります。

動画でご覧いただけます

町
益
の
為
に
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地

指
定
区
域
を
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か

高
野 

好
央 

議
員

▲

問	

平
成
10
年
９
月
29
日
付
文
化
庁
次
長

通
知
の
内
容
は
把
握
し
て
い
る
か
。

答	

埋
蔵
文
化
財
の
保
護
と
開
発
事
業
と

の
適
切
な
調
整
等
に
つ
い
て
示
し
た
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。

問	

遺
跡
台
帳
な
ど
に
は
地
表
か
ら
の
遺

物
採
取
等
の
分
布
調
査
・
試
掘
・
確
認

調
査
等
の
、
時
期
や
箇
所
が
図
示
さ
れ

る
な
ど
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
指
定
の
根

拠
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
ど
う
か
。

答	

「
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
カ
ー
ド
」、「
遺

跡
地
図
」、「
統
合
型
G
I
S
」
に
よ
り

情
報
を
管
理
し
て
お
り
、
既
往
の
調
査

結
果
に
つ
い
て
随
時
更
新
を
行
っ
て
い

る
。

問	

官
民
合
わ
せ
た
法
に
基
づ
く
申
請
が

令
和
４
年
度
は
81
件
、
う
ち
試
掘
調
査

43
件
。
令
和
５
年
度
は
99
件
、
う
ち
試

掘
調
査
39
件
。
令
和
６
年
度
は
81
件
、

う
ち
試
掘
調
査
48
件
だ
が
、
埋
蔵
文
化

財
に
該
当
し
た
件
数
は
。

答	

令
和
４・５
年
度
は
０
件
。
令
和
６
年

度
は
２
件
。

問	

埋
蔵
文
化
財
は
地
中
に
存
在
す
る
為
、

把
握
が
難
し
い
の
は
理
解
す
る
が
、
こ

れ
だ
と
信
憑
性
に
欠
け
る
と
思
う
が
ど

う
か
。

答	

法
に
基
づ
く
申
請
の
中
に
は
、
埋
蔵

文
化
財
が
確
認
さ
れ
た
が
本
発
掘
調
査

の
実
施
に
至
ら
な
か
っ
た
場
合
や
、
試

掘
調
査
に
至
ら
な
い
規
模
の
工
事
申
請

も
含
ま
れ
て
い
る
。
文
化
財
保
護
の
趣

旨
に
基
づ
き
、
本
発
掘
調
査
を
せ
ず
と

も
保
護
が
果
た
せ
る
場
合
に
は
、
優
先

し
て
調
査
以
外
の
保
護
を
行
っ
て
い
る
。▲ 埋蔵文化財包蔵地（緑色の範囲）の位置図

　阿見町議会傍聴規則が改正され、古かったりあいまいだったりした内容が現在の
社会情勢に合わせたものになりました。

●	小さなお子さんと一緒に傍聴することができます。
	 （�泣いてしまったり騒いでしまったりするときは、一時退席をお願いする場合も	
ございます）

●	携帯電話やスマートフォンの電源を切らなくても大丈夫です。
	 （音が鳴らないように設定してください）

●	�車いすを使用する方は、傍聴席までの階段が急で危ないので、議場入口で
傍聴ができます。

	 （準備のため、あらかじめ議会事務局職員にお申し出ください）

　傍聴の際は、傍聴人受付票に住所・氏名をご記入いただきますので、阿見町役場 3 階の
議会事務局にお越しください。

傍聴がしやすくなりました
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QRコードからアクセスすると各議員の質問（録画動画）が視聴できます

問	

要
介
護
認
定
調
査
申
請
の
総
数
は
、

令
和
４
年
度
と
令
和
５
年
度
を
比
較
し

て
1
9
7
件
の
差
が
あ
る
が
な
ぜ
か
。

答	

令
和
元
年
度
末
よ
り
令
和
４
年
度
ま

で
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

係
る
要
介
護
認
定
の
臨
時
的
な
扱
い
」

と
し
て
２
０
６
件
の
要
介
護
認
定
の
有

効
期
間
を
延
長
し
て
い
る
た
め
、
申
請

件
数
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

問	

２
０
６
件
の
延
長
は
、
誰
が
判
断
す

る
の
か
。
ま
た
、延
長
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
問
題
は
な
か
っ
た
か
。

答	

本
人
、
家
族
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の

判
断
に
よ
る
も
の
で
、
延
長
し
た
こ
と

に
よ
っ
て
問
題
は
生
じ
て
い
な
い
。

問	

認
定
調
査
の
現
状
に
つ
い
て
、
認
定
調

査
員
は
常
勤
換
算
で
何
人
い
る
か
、
ま

た
、
調
査
員一人
当
た
り
年
間
件
数
は
。

答	
５
人
の
調
査
員
が
い
る
が
、
常
勤
換

算
す
る
と
３
人
に
な
る
。
令
和
６
年
度

の
調
査
員
一
人
当
た
り
年
間
調
査
件
数

は
、
お
よ
そ
３
６
０
件
で
あ
る
。

問	

簡
素
化
を
満
た
す
対
象
者
は
、
全
体

の
10
％
～
20
％
と
の
こ
と
だ
が
、
簡
素

化
を
実
施
し
て
い
る
市
町
村
の
事
例
は
。

答	

福
岡
県
大
川
市
が
コ
ロ
ナ
禍
の
有
効

期
間
の
12
か
月
延
長
の
影
響
に
よ
り
、

令
和
５
年
度
の
審
査
対
象
者
が
増
え
、

簡
素
化
を
導
入
し
た
と
の
こ
と
。
し
か

し
介
護
認
定
調
査
等
は
通
常
通
り
行
う

た
め
、
コ
ス
ト
削
減
に
は
繋
が
ら
ず
、

申
請
か
ら
認
定
ま
で
の
日
数
の
短
縮
に

は
な
ら
な
か
っ
た
と
の
こ
と
。

問	

当
町
で
は
、
簡
素
化
は
デ
メ
リ
ッ
ト

が
多
く
現
在
実
施
し
て
い
な
い
と
の
こ

と
だ
が
、
効
率
化
に
よ
っ
て
は
、
時
間

削
減
は
可
能
で
は
な
い
か
。

答	

認
定
調
査
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
や

介
護
認
定
審
査
会
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

等
、
Ｄ
Ｘ
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て

効
率
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

要介護５
要介護４
要介護３

要支援２

重い

要介護２
要介護１

要支援１

阿
見
町
の
東
部
地
域

（
竹
来
中
学
校
区
）の
今
後
に
つ
い
て

武
藤 

次
男 

議
員

▲

問	

東
部
地
域
が
選
ば
れ
る
対
策
は
。

答	

阿
見
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

で
は
、
計
画
的
な
町
づ
く
り
の
方
策
を

示
し
て
い
る
。
東
部
地
域
は
、
東
南
部

地
域
の
地
域
づ
く
り
構
想
に
お
い
て
、

阿
見
吉
原
地
区
と
３
工
業
団
地
に
生
産
・

流
通
機
能
の
集
積
を
図
り
、
阿
見
吉
原

地
区
で
は
良
好
な
市
街
地
環
境
の
形
成

を
推
進
、
市
街
化
調
整
区
域
で
は
南
平

台
市
街
地
の
市
街
化
区
域
編
入
を
検
討
、

既
存
集
落
に
つ
い
て
は
区
域
指
定
制
度

を
導
入
し
集
落
の
維
持
、
活
性
化
を
図

り
、
東
部
地
域
が
持
続
可
能
な
地
域
と

な
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

問	

公
共
交
通
の
運
行
状
況
と
対
策
は
。

答	

当
町
の
主
要
な
公
共
交
通
は
路
線
バ

ス
で
あ
る
。
東
部
地
域
で
も
霞
ヶ
浦
線
、

君
島
線
、
あ
み
プ
レ
ミ
ア
ム
・
ア
ウ
ト

レ
ッ
ト
線
が
運
行
中
だ
が
、
廃
止
や
減

便
も
あ
り
空
白
地
帯
が
目
立
つ
状
況
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
阿
見
町
で
は
「
あ

み
ま
る
く
ん
」
を
運
行
し
移
動
手
段
と

し
て
提
供
中
で
あ
る
。
今
後
利
便
性
向

上
に
向
け
乗
合
率
の
向
上
、
運
行
日
の

拡
大
を
検
討
す
る
。

問	

免
許
返
納
者
が
訪
問
可
能
な
商
業
施

設
の
現
状
と
対
策
は
。

答	

こ
れ
ま
で
東
南
部
地
域
の
大
き
な
商

業
施
設
は
、
あ
み
プ
レ
ミ
ア
ム
・
ア
ウ

ト
レ
ッ
ト
の
み
で
あ
っ
た
が
、
今
年
４

月
に
「
カ
ス
ミ
阿
見
よ
し
わ
ら
店
」
が

開
業
し
同
地
区
の
利
便
性
は
向
上
し
た
。

　

	

し
か
し
そ
の
他
の
地
域
は
大
き
な
商

業
施
設
の
立
地
が
な
く
、
日
常
的
に
不

便
。
こ
の
支
援
策
と
し
て
「
あ
み
ま
る

く
ん
」
の
運
行
や
、
株
式
会
社
カ
ス
ミ

と
連
携
し
移
動
ス
ー
パ
ー
販
売
を
実
施

し
て
い
る
。
今
後
「
あ
み
ま
る
く
ん
」

の
利
便
性
向
上
に
取
り
組
み
、
免
許
返

納
者
で
も
不
自
由
し
な
い
環
境
を
整
備

し
て
い
く
。

要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
に
つ
い
て

佐
々
木 

芳
江 

議
員

▲

ス
マ
ー
ト
技
術
導
入
で

安
全
な
水
の
環
境
整
備
を

紙
井 

和
美 

議
員

▲

問	

当
町
の
配
水
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
状

況
と
今
後
の
計
画
は
。

答	

昨
年
度
末
時
点
の
配
水
管
総
延
長
約

4
0
6
㎞
の
内
、
40
年
の
法
定
耐
用
年

数
を
超
え
て
い
る
管
路
の
延
長
は
約
25

㎞
で
割
合
は
６
％
。
今
後
の
計
画
は
、

今
年
度
に
青
宿
・
新
町
地
区
１・
６
㎞
を

更
新
し
、
令
和
８
年
度
以
降
に
、
中
央
・

上
郷
・
二
区
北
・
二
区
南
等
を
順
次
更

新
す
る
予
定
。

問	

Ｉ
ｏ
Ｔ
セ
ン
サ
ー
の
導
入
は
ど
う
か
。

答	

ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
導
入
に
よ
る
検

針
作
業
の
効
率
化
や
Ａ
Ｉ
解
析
に
基
づ

く
管
路
の
危
険
度
判
定
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
省
力
化
を
図
る
こ
と
は
重
要
な

た
め
、
今
後
県
企
業
局
と
の
経
営
統
合

に
向
け
た
協
議
の
中
で
、
新
技
術
活
用

に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

	

学
校
で
の
安
心
で
お
い
し
い

飲
み
水
の
供
給
に
つ
い
て

問	

学
校
の
飲
み
水
の
現
状
は
。

答	

飲
み
水
の
水
質
検
査
は
、
主
に
養
護

教
諭
が
毎
日
行
っ
て
お
り
、
水
分
の
補

給
に
関
し
て
は
、
体
調
管
理
の
面
か
ら
、

い
つ
で
も
自
由
に
行
え
る
よ
う
に
家
庭

か
ら
水
筒
を
持
参
し
て
い
る
。

問	

水
筒
持
参
は
重
く
か
さ
ば
る
。
各
自

の
小
さ
な
水
筒
や
コ
ッ
プ
に
学
校
で
お

い
し
い
水
を
供
給
す
る
た
め
に
水
道
管

直
結
型
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー
を
設

置
し
て
は
ど
う
か
。
か
す
み
が
う
ら
市

や
小
美
玉
市
の
よ
う
に
企
業
と
連
携
協

定
を
結
べ
ば
、
設
置
費
用
も
大
き
く
軽

減
さ
れ
、
教
員
の
負
担
も
な
い
。
産
学

官
民
連
携
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
か
ら
、ぜ

ひ
導
入
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答	

全
校
に
設
置
し
た
取
手
市
に
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
各
学
校
か
ら
好
評
を
得
て

い
る
と
伺
っ
て
い
る
。
今
後
、
当
町
の

小
中
学
校
の
意
見
も
確
認
し
な
が
ら
、

調
査
・
検
討
を
進
め
た
い
。

防
犯
・
火
事
・
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

武
井 
浩 

議
員

▲

問	

町
民
一
人
ひ
と
り
の
防
犯
意
識
を
高

め
る
施
策
に
つ
い
て
。

答	

防
犯
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
青
色
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
車
に
よ
る
巡
回
を
実
施
し
て

い
る
。

問	

阿
見
町
防
犯
灯
設
置
要
綱
は
、
既
設

防
犯
灯
ま
で
の
距
離
が
概
ね
40
メ
ー
ト

ル
以
上
と
な
っ
て
い
る
が
、
住
宅
密
集

地
や
通
学
路
は
要
件
を
緩
和
し
て
必
要

な
場
所
に
防
犯
灯
が
設
置
で
き
る
よ
う

に
し
た
ら
ど
う
か
。

答	

犯
罪
発
生
状
況
な
ど
特
別
な
事
情
が

考
え
ら
れ
る
場
合
は
、
要
件
の
緩
和
を

検
討
し
た
い
。

問	

火
災
に
備
え
た
取
り
組
み
で
有
効
な

も
の
は
。

答	

有
効
な
手
段
と
し
て
住
宅
用
火
災
警

報
器
が
あ
り
、
高
齢
者
や
障
害
者
世
帯

へ
の
設
置
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

問	

県
警
の
ハ
ン
ド
サ
イ
ン
運
動
に
関
す

る
町
の
対
応
は
。

答	

交
通
安
全
教
室
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ハ
ン
ド
サ
イ
ン

運
動
を
推
進
し
て
い
る
。

問	

自
転
車
用
ヘ
ル

メ
ッ
ト
補
助
金
を

ス
マ
ホ
で
申
請
で

き
る
よ
う
に
し
た

ら
ど
う
か
。

答	

早
期
の
導
入
に

向
け
検
討
す
る
。

	

女
性
支
援
新
法
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

問	

困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支

援
に
関
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
た
が
、

女
性
相
談
支
援
員
を
設
置
す
る
考
え
は

あ
る
か
。

答	

女
性
相
談
支
援
員
の
配
置
に
向
け
て

検
討
を
重
ね
て
い
く
。

問	

基
本
計
画
の
策
定
は
。

答	

次
期
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
の
改
定

時
に
、
女
性
支
援
新
法
の
基
本
理
念
を

考
慮
し
た
計
画
の
策
定
を
検
討
す
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◯	�

英
語
教
育
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の

充
実
に
つ
い
て

▲ �南平台東バス停の時刻表 
（平日５便、土日祝なし） ▲ 要介護（要支援）認定の区分

▲ ウォーターサーバー ▲ 交通安全キャンペーン
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https://www.youtube.com/watch?v=39BidhBu9G8

https://www.youtube.com/watch?v=L4gfsXlPV28

https://www.youtube.com/watch?v=UFzIVZKzS2Y

https://www.youtube.com/watch?v=LYPpNFGrIC4



議
員
活
動
報
告

議
会
日
誌

委
員
会
活
動

一
般
質
問

議
案
審
査
報
告

一
般
会
計
歳
入・歳
出

ま
ち
び
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

議
会
活
動

委
員
会
活
動

一
般
質
問

議
案
審
査

ま
ち
び
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

議
会
活
動

委
員
会
活
動

一
般
質
問

議
案
審
査

QRコードからアクセスすると各議員の質問（録画動画）が視聴できます

投
票
率
向
上
を
図
る
べ
き
だ

海
野 

隆 

議
員

▲

問	

阿
見
町
の
投
票
率
は
県
平
均
よ
り
低

い
。
令
和
６
年
３
月
に
実
施
さ
れ
た
議

員
選
挙
で
も
、
令
和
２
年
か
ら
５
％
低

下
し
42
・
78
％
だ
っ
た
。
７
月
に
参
議
院

選
挙
、
９
月
に
知
事
選
挙
、
来
年
２
月

に
は
町
長
選
挙
が
行
わ
れ
る
。
投
票
率

向
上
の
た
め
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
や
東
京
医

大
病
院
、
J
R
荒
川
沖
駅
前
等
に
移
動

期
日
前
投
票
所
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

答	

こ
れ
ま
で
に
、
新
た
な
期
日
前
投
票
所

の
設
置
、
期
日
前
投
票
者
へ
の
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
往
復
利
用
料
助
成
、
投
票
所
の

増
設
、
学
校
で
は
議
会
見
学
を
実
施
し
て

き
た
。
今
年
度
は
移
動
期
日
前
投
票
所

を
導
入
し
、
中
学
校
で
の
議
員
カ
フ
ェ
に

参
加
予
定
で
あ
る
。

ご
み
処
理
行
政
に
つ
い
て

問	

「
茨
城
県
ご
み
処
理
広
域
化
ブ
ロ
ッ
ク

６
会
議
」
に
お
け
る
協
議
内
容
と
阿
見

町
の
意
向
表
明
に
つ
い
て
は
。

答	

こ
れ
ま
で
に
６
回
の
会
議
を
行
い
、

ご
み
処
理
施
設
を
４
施
設
か
ら
１
施
設

に
集
約
す
る
方
法
・
場
所
、
収
集
運
搬
、

中
継
施
設
を
設
け
る
か
等
の
課
題
を
協

議
し
て
い
る
。
費
用
負
担
に
つ
い
て
は
、

ブ
ロ
ッ
ク
の
市
町
村
が
一
つ
の
地
域
と

し
て
「
経
費
に
つ
い
て
は
平
等
で
、
不

公
平
に
な
ら
な
い
よ
う
に
」
主
張
し
、

合
意
形
成
を
図
っ
て
い
る
。

問	

阿
見
町
は
一
人
当
た
り
ご
み
排
出
量

が
ブ
ロ
ッ
ク
内
で
最
も
多
い
。
低
減
の
た

め
に
ご
み
分
別
を
細
分
化
し
て
資
源
化

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答	

新
た
な
分
別
回
収
を
行
い
資
源
化
を

進
め
る
た
め
に
は
専
用
ヤ
ー
ド
を
新
設

す
る
必
要
が
あ
る
が
、ス
ペ
ー
ス
が
な
い
。

町
と
し
て
は
雑
紙
の
回
収
や
食
品
ロ
ス

を
削
減
す
る
等
の
対
策
で
町
民
意
識
の

向
上
を
図

り
た
い
。

小
中
学
校
体
育
館
等
へ
の

空
調
整
備
の
計
画
に
つ
い
て

小
川 

秀
和 

議
員

▲

問	

大
規
模
災
害
時
、
協
定
を
結
ん
で
い

る
他
自
治
体
の
被
災
者
受
け
入
れ
施
設

は
ど
こ
か
。
ま
た
受
け
入
れ
人
数
は
。

答	

３
種
類
の
協
定
を
結
ん
で
い
る
が
、
原

子
力
災
害
を
想
定
し
た
場
合
、
町
内
指

定
避
難
所（
小
中
学
校
や
各
公
民
館
）20

か
所
で
５
１
０
０
人
を
想
定
し
て
い
る
。

問	

協
定
を
結
ぶ
中
で
被
災
者
の
生
活
環

境
へ
の
取
り
決
め
は
あ
る
か
。

答	

協
定
を
結
ん
だ
相
手
が
異
な
る
の
で

支
援
内
容
は
統
一
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、

総
合
的
に
支
援
し
て
い
く
内
容
に
な
っ

て
い
る
。
避
難
所
に
お
い
て
生
活
環
境

悪
化
に
よ
り
災
害
関
連
死
が
発
生
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
生
活
環
境
を
保
つ
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
捉
え
る
。

問	

Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
セ
ン
サ
ー
指
数
が
高
い
こ
と

で
、
授
業
や
部
活
へ
の
弊
害
は
あ
る
か
。

答	
屋
外
、
屋
内
で
も
授
業
の
内
容
変
更

や
短
縮
、
部
活
動
で
も
十
分
な
活
動
が

出
来
ず
、
教
育
活
動
に
様
々
な
制
限
が

か
か
っ
て
い
る
。

問	

授
業
の
内
容
変
更
や
短
縮
で
授
業
の

時
間
数
は
確
保
で
き
て
い
る
か
。

答	

座
学
や
授
業
内
容
の
時
期
の
入
れ
替

え
を
し
て
時
間
数
は
確
保
で
き
て
い
る
。

問	

夏
場
の
授
業
や
部
活
動
で
、
教
職
員

や
児
童
生
徒
か
ら
の
要
望
は
あ
る
か
。

答	

授
業
や
部
活
以
外
に
も
常
に
熱
中
症

対
策
を
意
識
し
て
い
る
。
空
調
設
置
を

求
め
る
声
が
聞
か
れ
て
い
る
。

問	

政
府
は
学
校
体
育
館
へ
の
空
調
整
備

を
加
速
す
る
た
め
の
助
成
制
度
を
新
設

し
た
。
こ
れ
を
活
用
し
、
町
の
３
か
年

実
施
計
画
の
中
に
入
れ
て
頂
き
た
い
。

答	

学
校
体
育
館
へ
の
空
調
整
備
は
必
要

性
の
高
い
事
業
で
あ
る
と
認
識
す
る
一

方
、
財
政
負
担
も
大
き
い
。
優
先
順
位

を
踏
ま
え
、
３
か
年
実
施
計
画
に
よ
る

総
合
的
な

調
整
が
必

要
だ
。
予

算
化
に
向

け
て
は
企

画
、
財
政

部
門
と
調

整
を
進
め

て
い
く
。

小
規
模
特
認
校（
君
原
小
学
校
）の

今
後
の
展
望
に
つ
い
て

石
引 

大
介 

議
員

▲

問	

特
認
校
制
度
を
利
用
し
て
通
学
し
て

い
る
児
童
の
推
移
は
。

答	

令
和
７
年
５
月
現
在
で
17
名
の
児
童

が
特
認
校
制
度
を
利
用
し
て
い
る
。
全

校
児
童
の
27
・
９
％
で
あ
る
。

問	

今
後
、
ど
の
よ
う
な
小
規
模
特
認
校

を
目
指
し
て
い
く
の
か
。

答	

ポ
ニ
ー
の
乗
馬
体
験
、県
立
医
療
大

学
の
協
力
に
よ
る
科
学
体
験
教
室
、学

校
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
授
業
、専
属
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
配
置
な
ど

多
様
な
活
動
を
通
し
、
児
童
一
人
一
人

へ
の
き
め
細
や
か
な
指
導
を
継
続
し
て

い
く
。

問	

専
属
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
は
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
事
か
。

答	

外
国
語
授
業
を
行
っ
て
い
る
Ａ
Ｌ
Ｔ

を
週
５
日
専
属
で
配
置
し
て
、
１
年
生

か
ら
日
常
的
に
外
国
語
に
触
れ
る
事
が

出
来
る
体
制
と
し
、
君
原
小
学
校
の
特

色
の
一
つ
と
し
て
い
る
。

問	

今
後
、
新
た
に
取
り
入
れ
よ
う
と
し

て
い
る
取
組
み
は
あ
る
か
。

答	

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
「
マ
イ
ン
ク
ラ
フ

ト
」
と
い
う
ま
ち
づ
く
り
の
ゲ
ー
ム
ソ
フ

ト
を
使
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
※
を

取
り
入
れ
た
り
、「
Ａ
Ｉ
ス
マ
ー
ト
コ
ー

チ
」
と
い
う
ア
プ
リ
を
体
育
の
授
業
で

活
用
す
る
計
画
や
、
県
立
近
代
美
術
館

か
ら
絵
画
の
複
製
画
を
借
用
し
て
校
内

に
飾
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な

感
性
を
磨
く
取
組
み
も
進
め
て
い
る
。

問	

今
後
、
送
迎
支
援
の
体
制
を
検
討
で

き
な
い
か
。

答	

保
護
者
の
方
々
の
意
向
を
確
認
し
な

が
ら
、
見
学
会
の
時
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
す
る
こ
と
も
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

阿
見
町
の
鳥
獣
被
害
の
現
状
と

こ
れ
か
ら
の
対
策
に
つ
い
て

久
保
谷 

実 

議
員

▲

問	

町
民
が
鳥
獣
被
害
を
発
見
し
た
時
に

ど
の
よ
う
に
対
応
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

答	

イ
ノ
シ
シ
、
キ
ョ
ン
を
発
見
し
た
際

に
は
、
速
や
か
に
町
へ
の
情
報
提
供
を

お
願
い
し
て
い
る
。

　

	

ア
ラ
イ
グ
マ
を
捕
獲
し
た
際
に
は
、

町
職
員
が
回
収
し
、
県
に
よ
る
殺
処
分

に
よ
り
対
応
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
タ

ヌ
キ
や
ハ
ク
ビ
シ
ン
な
ど
の
動
物
は
、

捕
獲
し
た
各
自
に
お
い
て
対
応
を
お
願

い
し
て
い
る
。

問	

現
在
の
対
応
策
は
。

答	

ア
ラ
イ
グ
マ
等
に
つ
い
て
は
、
捕
獲

用
箱
罠
の
貸
出
し
に
よ
り
被
害
の
防
止

を
図
っ
て
い
る
。

　

	

ま
た
、
カ
モ
対
策
と
し
て
は 

、
猟
友

会
と
業
務
委
託
を
締
結
し
、
積
極
的
に

駆
除
を
実
施
し
て
い
る
。

問	

町
が
所
有
し
て
い
る
箱
罠
の
数
と
現

在
の
貸
出
し
て
い
る
数
は
。

答	

中
型
用
獣
類
の
箱
罠
が
41
基
、
イ
ノ

シ
シ
用
が
５
基
あ
り
、
現
在
の
貸
出
し
数

は
中
型
が
31
基
、
イ
ノ
シ
シ
用
は
０
基
。

問	

カ
モ
類
、
バ
ン
類
の
被
害
も
多
く
、

特
に
バ
ン
類
は
有
害
鳥
獣
に
指
定
を
さ

れ
て
い
な
い
た
め
捕
獲
で
き
な
い
。
バ

ン
類
も
有
害
鳥
獣
に
指
定
す
べ
き
で
は
。

答	

被
害
を
調
査
し
て
、
県
に
要
望
す
る
。

問	

県
で
は
有
効
対
策
と
し
て
、
近
づ
け

な
い
、
侵
入
さ
せ
な
い
、
捕
獲
す
る
こ

と
が
大
切
で
、
具
体
的
に
は
電
気
柵
、

ワ
イ
ヤ
メ
ッ
シ
ュ
が
有
効
な
手
段
で
あ

る
と
の
こ
と
だ
が
、
町
の
考
え
は
。

答	

町
で
は
被
害
防
止
策
に
補
助
を
し
て

い
な
い
が
、
近
隣
の
市
町
村
で
は
補
助

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
町
で
も

検
討
を
し
て
い
き
た
い
。▲ 君原小学校

▲ 捕獲されたアライグマ

▲ �阿見町のごみ処理施設（霞クリーンセンター） ▲ 出典：文部科学省ホームページ

※プログラミング教育の例としては、
「未来の阿見町を想像してみよう」
というテーマで立体的に街づくりを
イメージする授業を実施している。

02あみ議会だより　第 185号　令和 7年 8月 1日発行 1213

https://www.youtube.com/watch?v=rTQaQ4Q7zV4

https://www.youtube.com/watch?v=Cbray4HwyRo

https://www.youtube.com/watch?v=LsrmswyvxwI

https://www.youtube.com/watch?v=2omOP7YPg98



町
び
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ま
ち
び
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

議
会
活
動

委
員
会
活
動

一
般
質
問

議
案
審
査

議
員
活
動
報
告

議
会
日
誌

委
員
会
活
動

一
般
質
問

議
案
審
査
報
告

一
般
会
計
歳
入・歳
出

ま
ち
び
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

議
会
活
動

委
員
会
活
動

一
般
質
問

議
案
審
査

入
札
不
調
時
の
対
応
は
適
正
か

栗
原 
宜
行 

議
員

▲

問	

入
札
不
調
時
の
対
応
は
、
予
定
価
格

を
増
額
す
る
、
中
止
す
る
、
仕
様
を
見

直
し
予
定
価
格
内
で
実
施
す
る
、
の
３

つ
が
考
え
ら
れ
る
が
、
な
ぜ
大
幅
な
増

額
に
し
た
の
か
。

答	

国
の
大
き
な
補
助
金
を
も
ら
う
事
に

な
っ
て
い
て
、
内
容
を
大
き
く
変
更
す

る
事
が
で
き
な
い
た
め
増
額
し
た
。

問	

建
設
検
討
員
会
で
は
ど
の
よ
う
な
協

議
が
な
さ
れ
た
の
か
。
や
め
よ
う
と
か

変
更
し
よ
う
と
い
う
意
見
は
な
か
っ
た

の
か
。

答	

意
見
は
な
か
っ
た
。

問	

な
ぜ
鹿
嶋
市
や
本
郷
小
学
校
区
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
よ
う
に
４
億
円
台
で

造
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
の
か
。

答	

鹿
嶋
市
の
建
物
は
Ｚ
Ｅ
Ｂ
対
応
※
に

な
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
大
型
室
内
遊

具
も
な
い
。

問	

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
大
型
遊
具
を
設

置
し
た
と
の
事
だ
が
、
議
会
に
提
出
さ

れ
た
資
料
に
は
記
載
が
な
い
。

答	

ア
ン
ケ
ー
ト
で
の
意
見
を
受
け
、
他

自
治
体
を
視
察
し
、
全
国
的
に
採
用
事

例
も
あ
る
遊
具
を
選
定
し
た
。

問	

遊
具
が
５
億
円
も
か
か
る
の
か
。
そ

う
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
内
容
は
何
か
。

答	

今
年
度
に
な
っ
て
の
労
務
単
価
の
改

定
や
材
料
費
の
高
騰
か
ら
上
が
っ
た
。

問	

乳
幼
児
や
児
童
一
人
当
た
り
の
基
準

ス
ペ
ー
ス
は
何
㎡
と
考
え
て
い
る
か
。

答	
ア
ク
テ
ィ
ブ
ス
ペ
ー
ス
付
近
の
合
計

で
4
0
0
㎡
だ
。

問	

建
築
費
用
が
高
額
に
な
っ
た
の
は
鉄
骨

に
し
た
か
ら
。

木
造
で
Ｚ
Ｅ

Ｂ
化
は
出
来

な
い
の
か
。

答	

木
造
の
Ｚ

Ｅ
Ｂ
化
は
可

能
だ
が
、
よ

り
コ
ス
ト
が

か
か
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◯	�

町
の
補
助
行
政
は
公
平
に
適
切
に
行

わ
れ
て
い
る
か

道
の
駅
予
定
跡
地（
追
原
町
有
地
）

の
利
用
に
つ
い
て

細
田 

正
幸 

議
員

▲

問	

道
の
駅
予
定
跡
地
（
追
原
町
有
地
）

は
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
が
、
島
津

梅
林
の
誘
導
梅
林
と
し
て
一
体
的
に
開

発
し
た
ら
ど
う
か
。

答	

追
原
町
有
地
に
つ
い
て
は
、
令
和
３

年
７
月
に
、
道
の
駅
整
備
事
業
を
中
止

す
る
決
定
を
し
た
。
ま
た
、
令
和
４
年

度
は
県
協
議
や
調
整
を
行
い
、
令
和
５

年
度
に
庁
内
で
跡
地
利
用
検
討
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
検
討
を
進
め
て
き
た
。

今
後
は
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
※
を
行
う

方
針
と
な
っ
て
い
る
。

	　

島
津
梅
林
に
つ
い
て
は
、
耕
作
放
棄

地
の
再
生
と
地
域
農
業
の
活
性
化
を
目

的
に
、
平
成
25
年
に
設
立
さ
れ
た
法
人

が
運
営
し
て
お
り
、
現
在
は
、
約
３
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
圃
場
で
、
も
ぎ
取
り
体
験

の
ほ
か
、
梅
酒
「
華は
な

梅う
め

」
の
原
料
や
加

工
品
の
販
売
な
ど
の
６
次
産
業
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
追
原
町
有

地
に
つ
い
て
は
、
跡
地
利
用
検
討
委
員

会
の
方
針
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
調
査
、

検
討
を
進
め
て
い
く
。

問	

追
原
町
有
地
の
面
積
と
買
収
価
格
は
。

ま
た
買
収
か
ら
何
年
経
過
し
て
い
る
の

か
。

答	

取
得
面
積
は
２
３
，２
０
１
㎡
、
価
格

は
１
５
７
，６
６
８
，４
５
５
円
、
Ｈ
29

年
度
に
購
入
し
た
。

問	

梅
林
に
す
れ
ば
最
低
限
の
開
発
費
で

済
む
の
で
は
な
い
か
。

答	

町
益
に
つ
な
が
る
土
地
利
用
を
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン

グ
調
査
を
し
て
幅
広
く
可
能
性
を
探
っ

て
い
く
。

▲ �道の駅予定跡地 ( 追原町有地 )
の様子

▲ （仮称）子育て支援総合センター外観図

※
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
と
は
、
町
が
所

有
す
る
土
地
や
施
設
の
活
用
方
法
に
つ
い

て
、
民
間
の
事
業
者
か
ら
広
く
ア
イ
デ
ア

や
意
見
を
聞
く
た
め
に
行
う
も
の
。

委員会活動 Until July
2025

各議員が専門的な委員会に分かれて、議案や請
願・陳情などの審査、視察や研修を行う各常任
委員会や特別委員会の活動をご報告します。

委員会の仕組みについては下記をご参照ください。
https://www.town.ami.lg.jp/0000000990.html

議員の仕事
は会議だけじ

ゃない！

現場も大事
なんだ！

常任委員会・特別委員会

令和７年度の委員会活動計画に基づく調査事項「行政のより良い仕組みについて」の一環として、
婚活力向上事業についての調査を行うため、町からの委託を受けている NPO 法人マリッジクラブを
訪問した。

NPO 法人マリッジクラブは、結婚を希望する方への出会いの創出及び結婚に繋がる相談・情報提
供などの婚活をサポートすることを目的に設立された団体で、事務所は町民活動センター（マイアミ
ショッピングセンター３階）内にある。結婚を希望する 20 歳以上の独身の方やそのご家族の方を対
象に、週３回（水、金、日曜日）正午から午後４時まで、電話や事前予約による対面での相談を受け
付けており、お見合いパーティーや出張相談会なども企画しているとの説明があった。

説明の後、委員会から現状の確認をする質問を行った。現在の登録者については、マリッジクラブ
としては20名ほどで、他にいばらき出会いサポートセンターと連携しており、そちらは男性2,400名、
女性 1,700 名程が登録されているため、広域的な紹介
を行っているとのことだった。また相談件数については、
電話を含めて月に 10 件ほどとのことだった。

質問と併せて今後の活動などについて意見交換を行
い、委員からは「イベントの開催回数を増やしてはどう
か」、「ウォーキングなど阿見町を探索するようなイベン
トを企画してはどうか」、「今後は阿見町に定住してもら
えるようなイベントを企画していただきたい」など、様々
な意見があがっていた。

事務所での説明・意見交換の様子

NPO 法人マリッジクラブ

令和７年６月６日 阿見町内

総務常任委員会
NPO 法人マリッジクラブの視察を実施

※
Ｚ
Ｅ
Ｂ
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
３
の
注
釈
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。
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一
般
質
問

議
案
審
査

令和６年度に調査した中郷東地内の農業用水管漏水補修工事について、その後の状況を視察した。
工事現場では、補修工事の付帯工事として、空気弁の設置や歩道の修繕が行われている様子を確認
した。農業用水管の補修は完了し、4月 24日から水揚げが行われているが、上郷地区の農業用水路
が始まる大型の接続桝

ます
には、霞ヶ浦から水揚げされた水がふんだんに流れてきていた。また、農業用

水路についても水量は十分で、上郷地区内の農地では、水揚げ前と異なり、多くの田に水が引き込ま
れていることを確認した。
この農業用水路を流れる水は、上郷地区を通り抜けた先にある桂川の源流の一つになっている。水
揚げにより桂川の水量は増加していることから、桂川を農業用水の水源としている地区の農地につい
ても視察すべきと考え、鈴木地区、若栗地区、吉原地区の農地の視察も行った。その結果、水揚げ前
に比べ、鈴木地区、若栗地区では、多くの田に水が引き込まれていることを確認した。吉原地区にお
いては、他に水源があることからか、水揚げ前においても水が引き込まれている田が多く、今回の視
察でも田植えの段階まで至っているところが他の地区よりも多い様子が見受けられた。

議会モニターの協議の本格化や議員カフェの実施にあたり、先進地である埼玉県戸田市と長野県長
野市を訪れ、視察研修を行った。
埼玉県戸田市では、平成 23年度に議会モニター制度を導入し、様々な改善を行いながら制度運用
を続けている。戸田市では、市域が 18.19 平方キロメートルと小規模で議会傍聴が容易なことなど
から、議会報告会の開催に代わって議会モニター制度を導入し、様々な改善を行いながら制度運用を
続けている。阿見町議会の議会モニター制度と大きくは異ならないが、議会モニターの応募資格に市
内在勤者・在学者も加えていること、議会モニターの連続した任期は 2期までとしていることなど、
より細やかな段階での決まりを設けて運用を行っていた。課題としては、議会で求めている「議会運
営に関すること」以外の意見が多いことだが、市の政策に関するものは受付をしないようにしている
とのことだった。また、定員 15人に対して応募が数人に留まっていることも課題だが、人数が少数
でも意見はしっかり出てくるとのことだった。当委員会での協議にはなかった視点からの説明も多く、
今後の調査研究を進めていくうえで大いに参考になるものだった。
長野県長野市では、「議員と話そうカフェトーク」と題して、市立長野高校・清

せい
泉
せん
女学院大学（現清泉

大学）との意見交換を実施している。この取り組みが、当委員会の調査研究事項である議員カフェに
類似していることから視察を行った。当委員会では、町内３中学校を対象とした「放課後議員カフェ」
を企画しているが、「議会や議員を身近に感じていただく」という目的は、長野市議会でも阿見町議
会でも共通しているものだった。一方で、実際の運用面では、「絶対に人の意見は否定しない」などの
ルールづくりや、各班にホスト議員を置いてまとめの発表を行うことなど、現在検討中の企画にはない
ものが見受けられた。当日は、実際に開催した様子の映像も視聴させていただき、近く開催予定の放課
後議員カフェにおいても、今後の調査研究においても、大いに参考になるものだった。

令和７年５月15日・６月６日・６月９日 阿見町役場

民生教育常任委員会は、2 年間の活動テーマを「誰一人取り残さない阿見町をつくるために」と定
めて、令和 7 年度の調査事項を、「障がい者福祉の現状と今後のあり方について」、「老老介護や独居
高齢者等、高齢者福祉の現状と対策について」、「0 歳から 2 歳児などの待機児童、保留児童問題及び
学童保育待機児童の現状と今後の推移について」とした。

上記に基づき、阿見町の現状について関係各課より 3 回のヒアリングを実施しました。まず 5 月
15 日には、こども家庭課及び生涯学習課より、6 月 6 日には、社会福祉課より、6 月 9 日には、高
齢福祉課より、それぞれ説明を受け、各委員から活発な質疑を行った。6 月、7 月には町内にある施
設や事業所の現地調査を行う予定である。

9 月定例会における決算審査に当たり、
予算決算特別委員会の運営方針について
協議した。

委員からは様々な意見が出ましたが、
協議の結果、9 月定例会における決算審
査に当たっては、「事前通告を実施しな
い」、「執行部（町長・教育委員会など）
に新規事業・重点事業の説明を求める」
という方針で進めることが確認された。

今後、執行部に対して説明の申し入れ
をするとともに、より詳細な運営方針に
ついて協議していく。

民生教育常任委員会
関係各課よりヒアリングの実施

高齢福祉課ヒアリングの様子

設置工事中の空気弁

戸田市での研修の様子

農業用水路始点の大型接続桝

長野市での研修の様子

令和７年５月１日 阿見町内

産業建設常任委員会
農業用水管補修後の農業用水の流下状況につい
ての視察を実施

令和７年
６月30日・７月１日

埼玉県戸田市・
長野県長野市

広聴広報特別委員会
議会モニター、議員カフェについての
視察を実施

令和７年６月17日 阿見町役場

予算決算特別委員会
9 月定例会における委員会の運営方針を協議

住 民

選
挙

選
挙

町長 議会

教育委員会
そ の 他 の
執 行 部

議員18名

議案（予算・決算や条例など）の提出

議決、調査・検査

二元代表制のイメージ図
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議
案
審
査 議会活動 Until July

2025

議会が一丸となって二元代表制の一翼を担うべ
く、町政運営の調査・監視及び評価を行い、政策
の立案・提言を行っています。
議会改革が進み、マニフェスト大賞での優秀躍
進賞の受賞など成果が出てきたことから、議会
改革の視察受け入れが増えています。

進・議・帯　 進め議会！

連帯 ・ 連携！

富山県朝
あ さ ひ ま ち

日町議会から総務産業常任委員会の委員 4 名と、事務局 1 名の合計 5 名が来庁され、議会報
告会・議員モニター制度について視察された。

当議会からは議長、広聴広報特別委員会の正副委員長が出席し、議会報告会・議員モニター制度につ
いて紹介した。

その後の質疑応答では、議会報告会の周知方法や議会モニターのご意見のとりまとめなどについて様々
な質問をいただき、それらに対する回答を通じて、それぞれの議会の広報・広聴についての意見交換が
行われ、充実した研修となった。

令和７年５月20日 阿見町役場富山県朝
あ さ ひ ま ち

日町議会が来庁

朝日町議会の皆さま

ヒスイ

議会日誌議会日誌

令和7年
　 4 月～ 7月の

議 会 日 誌

4月

15 日 全員協議会

15 日 総務常任委員会

15 日 民生教育常任委員会

21 日 広聴広報特別委員会

22 日 産業建設常任委員会

5月

1 日 産業建設常任委員会

1 日 産業建設常任委員会視察 ( 町内 )

15 日 民生教育常任委員会

19 日 議会運営委員会

19 日 広聴広報特別委員会

20 日 富山県朝日町議会視察受け入れ

20 日 龍ケ崎地方衛生組合全員協議会

23 日 全員協議会

23 日 総務常任委員会

26 日 議会運営委員会

27 日 第 2 回臨時会本会議

27 日 全員協議会　

28 日 産業建設常任委員会

30 日 稲敷地方広域市町村事務組合全員協議会

30 日 龍ケ崎地方衛生組合臨時会

6月

3 日 第 2 回定例会本会議

4 日 第 2 回定例会本会議（一般質問）

4 日 議会運営委員会

5 日 第 2 回定例会本会議（一般質問）

5 日 全員協議会

6 日 第 2 回定例会本会議（一般質問）

6 日 民生教育常任委員会

6 日 総務常任委員会視察（町内）

9 日 総務常任委員会

9 日 民生教育常任委員会

10 日 産業建設常任委員会

17 日 第 2 回定例会本会議

17 日 予算決算特別委員会

23 日 広聴広報特別委員会

24 日 産業建設常任委員会

24 日 産業建設常任委員会視察（町内）

27 日 民生教育常任委員会

30 日 広聴広報特別委員会所管事務調査（埼玉県戸田市）

7月

1 日 広聴広報特別委員会所管事務調査（長野県長野市）

2 日 議会だより編集委員会

3 日 稲敷地方広域市町村圏事務組合臨時会

7 ～
9 日 稲敷地方広域市町村圏事務組合視察研修

8 日 議会だより編集委員会

11 日 広聴広報特別委員会

15 日 全員協議会

15 日 民生教育常任委員会視察（町内）

昨年、初めて議場で開催して大盛況だった『あみ議会報告会＆交流会』を今年も開催します。
詳しくは、9月 26日（金）発行の広報あみ（10月号通常版）に掲載予定です。そのほか最
新の情報は、町議会のホームページで更新していきますので、この記事のQRコードからご確
認ください。

『あみ議会報告会＆交流会』
令和7年11月9日（日）開催決定！

予 告
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Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
商
標
は
㈱
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標
で
す
。

次回定例会

9 月 9 日（火）

本会議、議会運営委
員会、常任委員会、特
別委員会、全員協議会
は傍聴できます。

本会議は役場１階ロ
ビーのテレビでもご覧
いただけます。

編 集 後 記
暑い日が続きますが阿見町の皆様はいかがお過ごしでしょうか。
あみ議会だより「あみ～る」の編集委員として、諸先輩方が築

き上げて来られたものを更にブラッシュアップし、多くの阿見町の
方々に手に取って頂けるように！ ご覧いただけるように！ しっかり
取材してまいりました。

今号は阿見町の人口躍進を担う子育て世代ママたちが立ち上
げた、子育て支援ボランティア団体を取材してまいりましたので、
ぜひご覧ください。

今後も阿見町の皆様のニーズをつかみ、そのニーズに対応して
行けるように、しっかりと紙面を構築していきますので、今後とも
あみ議会だより「あみ～る」を応援よろしくお願いいたします。

武藤 次男

【 委員長 】
石　 引　 大　 介

【 副委員長 】
栗　 田　 敏　 昌

【 委　員 】
落　 合　　　 剛
武　 藤　 次　 男
武　 井　　　 浩
筧　 田　　　 聡

議 会 だ よ り
編 集 委 員 会

　
今
回
は
阿
見
町
社
会
福
祉
協
議
会
ふ
れ
あ
い
・

い
き
い
き
サ
ロ
ン
登
録
団
体
で
あ
る
『
自
然
保
育
　

自
由
に
遊
び
隊
』
様
を
訪
れ
、
自
然
に
囲
ま
れ
た

里
山
で
竹
林
の
清
々
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
代
表
の

平
岡
典
子
様
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

 �

ま
ず
、
団
体
の
名
称
と
、
そ
の
由
来
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

 �『
自
然
保
育　
自
由
に
遊
び
隊
』
で
す
。

	
�

保
育
園
な
の
？ 

と
思
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

思
い
ま
す
が
違
う
ん
で
す
。
私
を
含
め
た
子

育
て
真
っ
最
中
の
マ
マ
同
士
で
立
ち
上
げ
た
自

主
保
育
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ん
で
す
。

 �

な
ぜ
こ
の
活
動
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
思
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

 �
私
は
今
も
保
育
園
で
働
い
て
い
る
の
で
す
が
、

コ
ロ
ナ
禍
の
時
か
ら
『
も
っ
と
子
ど
も
た
ち
が

規
制
な
く
自
由
に
遊
べ
る
よ
う
に
で
き
た
ら
い

い
の
に
』
と
思
っ
た
の
と
同
時
に
、
自
分
の

娘
（
現
在
小
1
）
が
年
中
だ
っ
た
頃
『
こ
の
子

が
不
登
校
に
な
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
』
と
考
え

た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
阿
見
町
は
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
が
ま
だ
な
い
し
、
働
け
な
く
な
っ
た
ら

困
る
と
思
い
ま
し
た
。

	
�　

活
動
を
起
こ
す
前
に
い
ろ
ん
な
人
の
話
を

聞
い
て
み
た
り
、
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
う

保
育
園
や
プ
レ
ー
パ
ー
ク
等
に
遊
び
に
行
っ

て
み
た
り
し
た
結
果
、
こ
れ
は
自
宅
で
で
き

る
の
で
は
？ 

と
気
づ
き
ま
し
た
。

	
�　

自
然
保
育
の
自
然
と
は
、
自
宅
が
自
然
に

恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
こ
こ
に
遊
び
に
来
て

く
れ
る
人
た
ち
が
自
然
体
で
い
ら
れ
る
こ
と

の
意
味
が
あ
り
ま
す
。
私
は
後
者
を
大
事
に

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 �

な
ぜ
必
要
と
す
る
方
が
い
る
と
思
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

 �

私
が
必
要
と
し
て
い
る
か
ら
と
い
う
事
と
、
最

初
の
質
問
と
被
る
の
で
す
が
、
同
じ
境
遇
で

悩
ん
で
い
る
人
が
絶
対
に
い
る
と
思
っ
た
か
ら

で
す
。
ま
た
ワ
ン
オ
ペ
育
児
を
さ
れ
て
い
る
方

も
い
る
は
ず
で
、
私
の
夫
も
土
日
仕
事
な
も
の

で
す
か
ら
、
ワ
ン
オ
ペ
で
あ
ま
り
お
金
を
使
い

た
く
な
い
け
ど
誰
か
大
人
同
士
で
話
し
た
い
時

に
、
自
宅
を
開
放
す
れ
ば
遊
び
に
来
て
く
れ
る

人
が
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

実
際
そ
の
通
り
で
、
私
と
同
じ
悩
み
を
抱
え
て

い
る
人
た
ち
が
思
っ
た
よ
り
多
く
、
他
の
園
や

学
校
の
情
報
交
換
を
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も

た
ち
も
我
々
親
も
、
交
友
関
係
を
広
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

 �

こ
の
活
動
は
ど
の
程
度
の
参
加
メ
ン
バ
ー
（
利

用
者
）
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

 �

現
在
遊
び
隊
の
メ
ン
バ
ー
は
10
人
に
な
り
ま
し

た
。
平
日
は
月
金
の
み
開
催
し
て
る
の
で
す
が

平
日
は
私
も
仕
事
を
し
て
る
の
で
、
出
ら
れ
る

人
だ
け
で
シ
フ
ト
み
た
い
な
の
を
組
ん
で
、
ゲ

ス
ト
を
迎
え
て
い
ま
す
。
月
一
回
程
度
イ
ベ
ン

ト
も
行
う
の
で
す
が
10
組
以
上
の
親
子
が
参
加

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
阿
見
町
だ
け
で
な
く
近

隣
の
市
町
村
か
ら
も
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
る
の

で
あ
り
が
た
い
で
す
。

 �

阿
見
町
議
会
に
一
言
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 �

我
々
阿
見
町
の
住
民
が
過
ご
し
や
す
く
な
る
よ

う
に
、
た
く
さ
ん
議
論
し
て
色
々
な
対
策
を
実

行
し
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
。
そ
の
為
に

は
私
達
も
ど
ん
な
ふ
う
に
し
た
ら
過
ご
し
や
す

く
な
る
か
を
、
議
員
さ
ん
達
に
提
案
し
て
い
け

る
よ
う
に
し
、
み
ん
な
の
個
性
が
輝
く
阿
見
町

に
な
る
と
嬉
し
い
で
す
。

 

最
後
に
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

 �

人
生
一
度
き
り
、
一
歩
踏
み
出
し
て
自
分
の
や

り
た
い
こ
と
を
や
り
ま
し
ょ
う
！

自宅裏山の竹林で自由時間 パン食い競争開催の様子

ビニールハウス内での茶話会

0220

185


